
申   請 

水 振 第 ４ ２ ９ 号   

令和元年８月２８日   

 

  原子力災害対策本部長 

      内閣総理大臣 

       安倍 晋三 殿 

 

 

          宮城県知事  村 井  嘉 浩     

 

 

原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第２０条第２項に基づく平成

３１年３月２８日付け指示について，下記のとおり申請する。 

 

記 

 

１ 次に掲げる品目について，出荷制限を解除すること 

 宮城県内の阿武隈川（支流を含む。ただし、白石川の白幡堰堤より上流，五福谷川，

内川の合流地点より上流及び雉子尾川の金栄橋より上流水域を除く。）において採捕さ

れたあゆ（養殖により生産されたものを除く。） 

 

２ 解除を申請する理由 

 別紙参照 

 

（別添２）



（別紙） 
 
１ 解除を申請する理由 

宮城県の阿武隈川本流において採取されたあゆは計画的に放射性セシウム濃度検査を実

施している。 
採取地点は，水深が深く藻類が付着する基質も乏しいために，縄張りあゆの生息には

適していない小田川支流合流点，白石川合流点付近間を除き，福島県境付近，内川合

流点付近，白石川合流点付近の３地点としている。 
平成２５年６月２７日に出荷制限が指示された後，平成２５年７月３日に１４０Bq/kg

が検出されて以降，基準値を超えるものは出ておらず，平成２８年７月４日から令和元年

７月１７日までに採取した７２検体のあゆについては，放射性セシウムの値は最大で５０

Bq/kg，平均で１５．１Bq/kg（※不検出は検出限界値を用いている）であり，多くの検体

が低い水準で安定して推移している（図１～２，表１～２）。 
   以上のことから，今後も基準値を超えるあゆが検出されることはないと考えられること

から，宮城県内の阿武隈川のあゆにかかる出荷制限を解除することとしたい。 
 

 
２ 出荷制限を解除する範囲 

宮城県内の阿武隈川（支流を含む。ただし，白石川の白幡堰堤より上流，五福谷川，内

川の合流地点より上流及び雉子尾川の金栄橋より上流水域を除く。） 
 
３ 解除後の出荷管理計画 
（１）解除後のアユの検査計画 
  イ 漁期中 
      阿武隈川河口～福島県境の各地点において，原則週１回以上あゆの検査を行う。 
 
  ロ 漁期前 
    阿武隈川河口～福島県境の各地点において，遡上するあゆの稚魚を複数回検査する。 
    また，解禁前月に各地点において原則週１回以上あゆの検査を行う。 
 
（２）モニタリング検査により基準値を超える結果が判明した場合の対応 

県は，採取されたあゆから基準値を超える値が検出された場合は，速やかに対象水域か

らのあゆの採捕自粛を関係漁協等に求めるとともに，流通された場合には，その回収を指

導する。 
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